
平成22年11月平成22年11月No.69No.69
ピカい

ち!!の
ピカい

ち!!の
まちづ

くり
まちづ

くり
ピカい

ち!!の
ピカい

ち!!の
ピカい

ち!!の
まちづ

くり
まちづ

くり
まちづ

くり

ブログ❖ピカいちさんの『雨ニモマケズ』   http://pikaichino.exblog.jp/

討議資料

その2ピカいち!!の3つの約束

子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一に

林いさお後援会事務所
〒354‒0045   埼玉県入間郡三芳町上富1003  TEL 049（259）2228   FAX 049（258）0968
林いさお公式ホームページ  http://www.isao.bz/

曰
のたま

わく之
これ

を富
と

まさん、既
すで

に富
と

めり

又
また

、何
なに

をか加
くわ

えん

曰
のたま

わく、之
これ

を教
おし

えん

『論語』子路第十三より抜粋

この『論語』で、教育がいかに大事か、ということを孔子は説いています。三芳町も子どもの幸せを第一に考えて、
率先して教育問題に取り組んでいくべきだと思います。
※三富新田（三芳町上富、所沢市中富、下富）の「富」は、この『論語』から引用されています。

孔子が衛の国に行かれた時「人口が多いね」と言われた。
これを聞いた弟子が、「先生ならばこの上に何をなさいま
すか」と尋ねた。
先師が答えられた。「国民が裕福になるようにしたい」
弟子が、「その次ぎに何をなさいますか」と尋ねた。
先師は答えられた。
「人間教育（道徳を主とする）が大切だと思う」

鶴瀬駅、みずほ台駅での会報配布
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2
子
育
て
で
住
み
た
く
な
る
町

三
芳
町
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
総
人
口
に

占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
が
21
　%
と
な

り
ま
し
た
。

活
力
が
あ
り
元
気
な
町
は
、
若
い
人

が
あ
こ
が
れ
、
住
み
た
い
と
思
う
町
で

ー
ト
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
三

芳
町
で
も
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
1
歳
6
ヶ

月
の
幼
児
健
診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
」

を
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

読
書
環
境
を
充
実
し
ま
す
。

快
適
な
学
習
環
境
を
整
備
し
、

基
礎
学
力
の
向
上
を 

目
指
し
ま
す

今
年
の
猛
暑
、
学
校
で
は
子
ど
も
た

ち
が
蒸
し
風
呂
の
よ
う
な
教
室
で
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
家
に

エ
ア
コ
ン
が
あ
る
今
の
時
代
に
、
あ
ま

り
に
も
酷
な
環
境
で
す
。

県
内
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は
自

治
体
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
公
立
小
中

学
校
の
普
通
教
室
で
23
・
7
　%
。
戸
田

市
、
和
光
市
、
さ
い
た
ま
市
は
全
小
中

学
校
の
普
通
教
室
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
快
適

な
学
習
環
境
を
整
備
し
、
授
業
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

教
育
は
1
　0
　0
年
の
計
で
す
。
日
本

経
済
が
停
滞
し
、
家
族
が
崩
壊
し
、
閉

塞
感
が
漂
う
今
こ
そ
、
未
来
の
日
本
、

未
来
の
三
芳
を
背
負
う
人
づ
く
り
が
何

よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
1
　9

　9
　0
年
代
の
初
め
、
ソ
連
の
崩
壊
に
伴

い
、
失
業
率
が
20
　%
を
超
え
る
大
き

な
経
済
危
機
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

1
　9
　9
　4
年
、
国
の
未
来
を
切
り
開
く

に
は
教
育
し
か
な
い
と
、
大
胆
な
教
育

改
革
を
進
め
、
い
ま
で
は
、
世
界
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
経
済
競
争
力
に
加
え
、

学
力
世
界
一
を
誇
る
国
に
ま
で
な
っ
た

の
で
す
。

子
ど
も
は
、
将
来
の
三
芳
町
を
担
う

大
切
な
宝
で
す
。
子
ど
も
が
日
々
の
び

の
び
と
生
活
で
き
、
豊
か
な
情
操
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
全
体

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
治
体
が
率
先
し
て
、
そ
う
し
た

環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
一
歩
一
歩
、
着
実
に
整
え
て

い
く
べ
き
で
す
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
教

育
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。「

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト・プ
ラ
ス
」で 

さ
ら
に
読
書
環
境
を 

充
実
さ
せ
ま
す

子
ど
も
に
関
す
る
対
策
の
多
く
は
、

虐
待
や
引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
た
ち
を

救
お
う
と
す
る
も
の
で
、
問
題
の
発
生

乳
幼
児
の
虐
待
や
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、い
じ
め
、

さ
ら
に
は
老
人
の
孤
独
死
…
…
。

家
族
が
崩
壊
し
、
日
本
経
済
も
停
滞
し
、
閉
塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
1
　0
　0
年
先
の
将
来
を
見
据
え
た
理
念
と
戦
略
が

求
め
ら
れ
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
問
題
や
親
子
の
問
題
こ
そ
、

自
治
体
が
率
先
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

読
書
環
境
の
充
実
、
待
機
児
童
の
解
消
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
ア
ッ
プ
な
ど
、

子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
人
間
教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

主
要
施
策
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

1

子
ど
も
の
心
を
育
む
町

子どもの発達に欠かせない読書環境

そ
の
も
の
を
予
防
す
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

予
防
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
読
書
。
校

内
暴
力
や
い
じ
め
、
キ
レ
る
と
い
う
こ

と
と
、
活
字
離
れ
・
読
書
離
れ
の
問
題

は
同
じ
根
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
お
り
、

読
書
に
よ
っ
て
よ
く
脳
を
働
か
せ
る
と
、

想
像
力
や
人
間
ら
し
い
感
性
も
豊
か
に

育
ち
ま
す
。

平
成
19
年
9
月
議
会
で
ブ
ッ
ク
ス
タ

1‒ 1

1‒ 2
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す
。
子
育
て
で
住
み
た
く
な
る
「
子
育

て
の
町
・
三
芳
」
を
目
指
し
ま
す
。

「
待
機
児
童
」を 

ゼ
ロ
に
し
ま
す

社
会
情
勢
の
変
化
で
共
働
き
の
家
庭

が
増
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
と
仕
事
が

両
立
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
す
。
民
間

保
育
所
の
新
設
、
学
童
保
育
室
の
増
設

等
迅
速
に
対
応
し
、
待
機
児
童
を
ゼ
ロ

に
し
ま
す
。

育
児
の
不
安
を 

解
消
し
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
し
ま

す
。
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
の

誰
で
も
憩
え
る 

自
然
公
園
を
作
り
ま
す

「
一
日
憩
え
る
大
き
な
自
然
公
園
が
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
三
芳

町
で
は
、「
緑
の
基
本
計
画
」の
中
に
多

福
寺
の
森
公
園
、
庁
舎
周
辺
の
緑
の
公

園
を
含
む
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
の

大
き
な
公
園
構
想
が
あ
り
ま
す
。
生
態

系
に
配
慮
し
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
憩
え
る
自
然
公
園
を
開
設
す
べ
く
、

着
手
し
て
い
き
ま
す
。

た
め
に
、
子
育
て
W
　E
　B
を
開
設
し
、

い
つ
で
も
相
談
で
き
、
交
流
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支

援
の
N
　P
　O
な
ど
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ン
グ
ル
家
庭
の
負
担
軽

減
と
支
援
の
た
め
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
利
用
謝
礼
の
半
額
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
で 

命
を
守
り
ま
す

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
、
子
宮
頸

が
ん
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
50
〜

70
　%
の
感
染
を
防
止
で
き
、
ヒ
ブ
と
肺

炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
で
、
細
菌
性
髄
膜

炎
も
90
　%
以
上
防
げ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

政
府
は
、
市
区
町
村
が
接
種
を
受
け

る
人
に
費
用
を
助
成
す
る
場
合
、
助
成

額
の
半
分
を
国
か
ら
出
す
事
業
と
し
て

2
　0
　1
　0
年
度
補
正
予
算
案
に
1
　0 

　8
　5
億
円
を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、
10

年
度
は
50
　%
、
11
年
度
は
1
　0
　0
　%
の

自
治
体
が
無
料
化
し
た
場
合
を
想
定
し

て
算
出
し
て
い
ま
す
。

女
性
と
子
ど
も
の
命
を
守
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
、
三
芳
町
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ

受
け
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三芳町に残る豊かな雑木林

表1●こどもの幸せを第一に

1  子どもの心を育む町
1「ブックスタート・プラス」でさらに読書環境を充実させ
ます

2エアコン設置により豊かに生きる基礎学力の向上を
目指します

3学校ファームを設置し、食育を推進します
4安心安全な教育環境を作ります
5アジアの青少年との交流を積極的に進めていきます
6青少年の健全育成のためにスポーツ振興を行います

2  子育てで住みたくなる町
1「待機児童」をゼロにします
2育児の不安を解消します
3シングル家庭の支援をします
4ワクチンで命を守ります
5誰でも憩える自然公園を作ります

三芳町のお母さんたちとの語らい

2‒ 1

2‒ 4

2‒ 5

2‒ 2 3
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編 集 後 記   あるご家庭を訪問した時のことです。おばあちゃん
が突然語りかけてきました。「『念ずれば花ひらく』は、昨年13回忌を済
ませた主人が好きだった言葉です。『林いさお通信』（67号）を見て、同
じ言葉だとびっくりしました」見ると玄関には坂村真民さんの色紙が◆
「坂村真民、私も尊敬する方です」こんなお手紙もいただきました。この
同じ町の空の下で、真民さんの言葉で心が一つにつながっている……
感謝の気持ちで一杯です◆その他にも、多くのお手紙をいただいていま
す。また、毎日、駅で、そして自転車や車からも「頑張ってね」とお声掛
けをたくさん頂戴しております。皆、願いはひとつ。「いい町を作ってほし
い」。一人ひとりの願いを胸にしっかりと受け止めて頑張って参ります。

（
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
思
い
出
）

1
　9
　9
　7
年
1
月
7
日
、
ロ
シ
ア
船

籍
ナ
ホ
ト
カ
号
が
福
井
県
三
国
町
沖
で

座
礁
、
重
油
が
流
出
。
地
元
の
海
女
さ

ん
た
ち
が
、
漂
着
し
た
重
油
の
回
収
を

始
め
る
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
に
流
れ
ま
し

た
。
当
時
、
私
は
、
あ
る
N
　G
　O
で
日

本
国
内
外
の
災
害
等
へ
緊
急
支
援
す
る

委
員
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
早
速
、
翌

日
に
は
現
地
に
飛
び
ま
し
た
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
お
世
話
に
な

っ
た
お
礼
に
」
と
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
の
先
発
隊
も
現
地
入

り
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
自
治
体
は
、

各
地
か
ら
申
し
込
ん
で
き
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を「
登
録
」し
た
だ
け
で
、
動
か
ず

に
い
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
を
経
験
し
て

い
る
ネ
ッ
ト
の
人
は
、「
こ
の
ま
ま
だ

と
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
勝
手
に

や
っ
て
き
て
作
業
を
始
め
混
乱
す
る
」

と
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
提
案
。
地

元
青
年
会
議
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
海
岸
沿
い
の
小
さ
な
公
園
に
プ

レ
ハ
ブ
の
本
部
を
建
て
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
翌
日

か
ら
2
　0
　0
　0
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、
対
応
で

き
る
組
織
に
な
っ
て
い
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
災
害
の
初
動
時
に
指
揮

で
き
る
人
材
の
養
成
が
い
か
に
大
切
か

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
重
油

の
除
去
の
た
め
に
集
ま
っ
て
き
た
高
校

生
や
大
学
生
の
姿
が
輝
い
て
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。




